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登
録
保
健
師
・
看
護
師
・

栄
養
士
の
募
集

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
４
月

か
ら
の
保
健
事
業
に
従
事
す
る
登

録
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
看
護
師
ま
た
は
保
健

師
免
許
、
栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄

養
士
免
許
を
有
す
る
方

応
募
方
法
　
登
録
記
入
票
（
保
健

セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
免
許
証
の
写

し
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

募
集
期
間
　
３
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮

※
面
接
の
う
え
登
録
し
、
事
業
実

施
に
応
じ
て
依
頼
し
ま
す
。

※
賃
金
お
よ
び
勤
務
条
件
は
、
職

種
や
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は
　
保
健

セ
ン
タ
ー（
☎
22
‐
１
５
９
０
）へ

奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

　
奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

申
請
方
法
　
申
込
書
（
総
務
課
備

え
付
け
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

貸
付
要
件
　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▼
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
ま
た
は
有
し
て
い
た
方
で
、

保
護
者
が
阿
南
市
に
住
所
を
有

す
る
方

▼
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が

推
薦
す
る
方

▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

貸
付
金
額
（
月
額
）　
▼
高
等
学

校
（
通
信
課
程
を
除
く
･
高
等
専

門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

１
万
円
以
内
▼
高
等
専
門
学
校

（
４
・
５
年
生
）
３
万
円
以
内
▼
大

学
お
よ
び
専
修
学
校
（
高
等
課
程

お
よ
び
一
般
課
程
を
除
く
）
６
万

円
以
内

募
集
人
員
　
▼
高
等
学
校
（
高
等

専
門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

５
人
以
内
▼
大
学
（
高
等
専
門
学

校
４
・
５
年
生
含
む
）
お
よ
び
専

修
学
校
10
人
以
内

問
い
合
わ
せ
は
　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22
‐
３
２
９
９
）
へ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童

保
育
）
登
録
指
導
員
を
募
集

　
放
課
後
、
保
護
者
が
家
に
い
な

い
児
童
を
預
か
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

•
保
育
士
や
教
諭
な
ど
の
資
格
を

お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
取
得
予

定
の
方

•
書
道
、
華
道
、
茶
道
な
ど
子
ど

も
た
ち
に
指
導
で
き
る
技
能
の

あ
る
方

業
務
内
容

•
遊
び
や
宿
題
の
指
導

•
運
営
に
関
す
る
事
務
等
手
伝
い

•
清
掃
等
の
施
設
の
維
持
管
理

応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
こ
ど
も

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付

は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※
勤
務
条
件
等
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
こ
ど
も
課

（
☎
22
‐
１
５
９
３
）
へ

バ
ス
無
料
乗
車
券
の
交
付

　
高
齢
者
の
方
が
健
康
で
生
き
が

い
を
持
ち
、
一
層
の
社
会
参
加
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
者

福
祉
特
定
回
数
乗
車
券
を
交
付
し

ま
す
。

交
付
対
象
　
市
内
在
住
の
満
70
歳

以
上
の
方
で
、
平
成
24
年
度
の
市
民

税
所
得
割
額
が
５
万
円
以
下
の
方

利
用
で
き
る
交
通
機
関
　
徳
島
バ

ス
・
徳
島
バ
ス
阿
南
（
循
環
バ
ス

を
含
む
）
が
運
行
す
る
市
内
の
全

路
線

申
請
受
付
開
始
日
　
３
月
21
日
㈭

申
請
方
法
　
申
請
書
（
な
が
い
き

課
ま
た
は
各
支
所
・
住
民
セ
ン

タ
ー
等
に
備
え
付
け
）
を
各
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
代

理
申
請
の
場
合
は
、
本
人
お
よ
び

代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
平
成
24
年
度
分
の
乗
車
券
（
残

券
等
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
申
請

時
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

乗
車
券
の
交
付
　
申
請
書
を
受
理

後
、
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
各
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
等

で
受
け
付
け
し
た
分
は
、
後
日
郵

送
と
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
な
が
い
き
課
　

（
☎
22
‐
８
０
６
４
）
へ

平
成
25
年
度

平
成
25
年
度

３月７日から
津波警報が変わります

　津波による災害発生が予想される場合には、
地震発生後、約３分で大津波警報、津波警報、
津波注意報を発表します。
●マグニチュード８を超える巨大地震の場合
　正しい地震の規模をすぐには把握できないた
め、その海域における最大級の津波を想定して
警報を発表します。この時、最初の津波警報では、
予想される津波の高さを「巨大」、「高い」という
言葉を使って非常事態であることを伝えます。
●正確な地震の規模が分かった場合
　予想される津波の高さを１m、３m、５m、
10m、10m超の５段階で発表します。

くわしくは　津波警報が変わります　検索

問い合わせは　防災対策課（☎22‒9191）へ

予想される津波の高さ
高さの区分 発表する値

大津波警報
10m 〜 10m 超

5m 〜 10m 10m
3m 〜 5m 5m

津 波 警 報 1m 〜 3m 3m
津波注意報 20㎝ 〜 1m 1m
例：３mから５mの間の津波が予想されたら「予想される津
波の高さは5m」と発表します。



成功させよう！   全国大会 2013年
10月 「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」

8広報 あなん 2013.3

建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札

（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資
格

審
査
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す

　
平
成
25
年
度
に
阿
南
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
並
び
に
建
設
工
事

に
係
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等

に
関
す
る
委
託
業
務
の
一
般
競
争

入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
３
月
１
日
㈮
～
29
日

㈮
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

受
付
業
種
　
土
木
・
建
築
等
の
建

設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等

の
業
務

提
出
書
類
等
　
本
市
の
一
般
競
争

入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。く
わ
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
一
般
競
争
入
札
（
指
名

競
争
入
札
）
を
希
望
す
る
建
設
工

事
の
業
種
に
つ
い
て
は
、
国
土
交

通
大
臣
ま
た
は
都
道
府
県
知
事
が

実
施
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受
け

る
べ
き
時
期
に
受
け
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
電
子
入
札
を
導
入
し
て

い
ま
す
の
で
、
入
札
に
参
加
す
る

た
め
に
は
機
器
等
の
準
備
が
必
要

で
す
。

提
出
方
法
　
市
内
業
者
は
管
財
課

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
市
外
業
者

は
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は
　
管
財

課
（
☎
22
‐
３
８
０
４
）
へ

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
方
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
方

な
ど
を
除
い
て
、
市
内
に
住
ん
で

い
る
方
は
す
べ
て
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
届
け
出
が
必
要
な
場
合

◎
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

り
、
加
入
し
た
場
合

◎
住
所
や
氏
名
、
世
帯
主
が
変

わ
っ
た
場
合

◎
出
生
、
死
亡

◎
生
活
保
護
の
開
始
、
廃
止

◎
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当

■
14
日
以
内
に
届
け
出
を

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
税
は
加
入
の
届
け
出
を
し
た

月
か
ら
で
は
な
く
、
資
格
を
得
た

月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の

間
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

　
次
の
条
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方
と
、そ
の
被
扶
養
者
で
す
。

①
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合

な
ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方

で
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年
以

上
、
も
し
く
は
40
歳
以
降
に
10

年
以
上
あ
る
方

②
国
保
に
加
入
し
て
い
る
65
歳
未

満
の
方

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課
　

（
☎
22
‐
１
１
１
８
）
へ

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は

国
民
年
金
の
加
入
届
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公
的

年
金
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
人
は
、
公
的
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
が
て
訪

れ
る
老
後
や
、
生
活
の
安
定
を
損

な
う
よ
う
な
「
万
が
一
」
の
事
態

に
備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
年

金
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
退
職
し
た
と
き
、
住
所
や
氏

名
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
、
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
14
日
以
内
に

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課
　

（
☎
22
‐
１
１
１
８
）
へ

  

分
科
会
活
動
の
紹
介 

⑵

「
防
災
」
分
科
会

　
　
　
　
　
　
　�

湯
城 

豊
勝
さ
ん
（
見
能
林
町
）

　
２
つ
の
大
地
震
を
契
機
と
し
て
、

近
年
の
防
災
対
策
に
お
い
て
、
女
性

を
含
め
た
弱
者
へ
の
配
慮
や
細
や
か

な
視
点
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
テ
ー
マ

は
「
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
に
～
災
害
前

後
に
女
性
の
目
を
～
」
と
し
ま
し
た
。

　
阿
南
市
の
災
害
文
化
・
先
人
の
知
恵
・
手
作
り
防

災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、
講
演
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
、

多
く
の
参
加
者
に
、
明
日
か
ら
役
立
つ
内
容
を
提
供

で
き
た
ら
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
」
分
科
会

　�

阿
部 

和
代
さ
ん
（
橘
町
）

　
従
来
、
母
親
の
役
割
と
さ
れ
て
い

た
子
育
て
を
、
父
母
、
祖
父
母
、
そ

し
て
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
も
含

め
、
み
ん
な
で
担
っ
て
い
く
仕
組
み

を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特

に
父
親
や
祖
父
な
ど
男
性
を
子
育
て

に
巻
き
込
む
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
ま
た

子
ど
も
の
周
り
に
い
る
大
人
が
ど
う
か
か
わ
れ
ば
子

ど
も
の
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
か
を

議
論
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
つ
む

ぎ
た
い
‼
今
と
未
来
の
お
と
な
た
ち
に
〜
あ
な
ん
で

変
わ
ら
な
き
ゃ
そ
ん
そ
ん
〜
」
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参

画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
24

‐
３
７
５
０
）
へ

国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
と
き
･
や
め
る
と
き

は
届
け
出
が
必
要
で
す
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水
道
の
届
け
出
に
つ
い
て

　
３
月
、
４
月
は
転
入
や
転
出
が

多
い
時
期
で
す
。
お
早
め
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

開
栓
手
続
き
　
転
入
に
よ
り
、
新

し
く
水
道
を
お
使
い
に
な
る
と
き

閉
栓
手
続
き
　
転
出
に
よ
り
、
水

道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き
、
ま

た
は
長
い
間
水
道
を
お
使
い
に
な

ら
な
い
と
き

両
方
の
手
続
き
　
市
内
で
転
居
さ

れ
た
と
き

変
更
手
続
き
　
水
道
使
用
者
の
氏

名
ま
た
は
住
所
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

※
無
届
け
ま
た
は
不
正
に
水
道
を

使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
過
料
等

を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
水
道
料
金
の
納
付
は
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手

続
き
は
市
内
の
金
融
機
関
で
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
阿
南
市
水
道
料

金
お
客
様
セ
ン
タ
ー
（
水
道
部
業

務
課
内
☎
22
‐
０
５
８
７
）
へ

　
余
暇
を
利
用
し
て
趣
味
と
交
流

の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
！

対
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
は
除
く
）。

登
録
費
　
１
０
０
０
円
（
年
間
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42
‐

４
５
７
２
）
へ
（
受
付
時
間
は
平

日
午
後
１
時
～
９
時
）

○大阪市立大学　春季合宿
　３月２日㈯〜８日㈮
○ソフトボール観光ツアー
　メジャマクレ東京（東京都）
　23日㈯ 8：30 ～ 桑野グラウンド

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎ 22－1297）へ

「
四
国
遍
路
」
と
は

　　
四
国
遍
路
は
、
四
国
内
に
点
在
す
る
八
十
八
カ

所
の
札
所
と
呼
ば
れ
る
弘
法
大
師
ゆ
か
り
の
寺
院

を
巡
る
、
全
行
程
１
４
０
０
㌔
、
徒
歩
で
は
40
日

か
ら
50
日
の
大
師
の
足
跡
を
追
体
験
す
る
巡
礼
の

道
で
す
。

　
古
く
か
ら
四
国
が
修
行
の
霊
場
と
し
て
認
識
さ

れ
て
お
り
、
資
料
上
で
最
初
に
四
国
遍
路
が
登
場

す
る
の
は
１
２
８
０
年
の
『
京
都
醍
醐
寺
文
書
』

で
、
こ
の
こ
ろ
に
は
原
始
的
な
四
国
遍
路
が
成
立

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
文
書
資
料
以
外
に
も
札
所
に
か
か
れ
た

落
書
き
な
ど
を
み
る
と
、
16
世
紀
代
に
書
写
山
円

教
寺
や
高
野
山
金
剛
峰
寺
の
僧
侶
が
遍
路
に
訪
れ

て
お
り
、
多
く
の
宗
教
者
が
修
行
の
場
と
し
て
四

国
遍
路
の
巡
礼
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
こ
の
時
期
に
一
般
人
の
巡
礼
者
の
記
述

も
残
り
、
室
町
時
代
以
降
に
遍
路
が
一
般
の
民
衆

に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
世
に
な
る
と
四
国
遍
路
は
飛
躍
的
に
発
展

し
、
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
の
が
真
念
と
い
う
人
物

で
す
。
真
念
は
１
６
８
７
年
に
『
四
国
遍
路
道み

ち

指し
る

南べ

』
と
い
う
遍
路
案
内
書
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）
を

刊
行
し
、
現
在
に
つ
な
が
る
四
国
遍
路
の
基
礎
を

作
り
ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
『
四
国
遍
路
道
指
南
』

に
は
加
茂
町
一
宿
寺
か
ら
太
龍
寺
へ
向
か
う
遍
路

道
（
か
も
道
）
の
記
述
も
あ
り
ま
す
。

　
遍
路
道
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
今
な
お
受
け
継

が
れ
て
い
る
貴
重
な
「
歴
史
の
道
」
な
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　

文
化
振
興
課
（
☎
22
‐
１
７
９
８
）
へ

平
成
25
年
度
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座
受
講
者
募
集

講座・クラブ名 曜日 時　　間

生花 火 18：00 〜 20：30

着付け 水 19：00 〜 21：00

書道 水 19：30 〜 21：00

料理 木 18：30 〜 21：00

茶道 木 2回 19：00 〜 21：00

英会話 木 20：00 〜 21：00

ヨーガ 火 2回 19：30 〜 21：00

フットサル 木 2回 20：00 〜 22：00

バドミントン 火 20：00 〜 22：00

ソフトバレーボール 水 2回 20：00 〜 22：00

卓球 木 19：00 〜 21：00

テニス 月に３回 19：00 〜 22：00

※上記以外にも短期講座やイベントに参加できます。

量
水
器
の
位
置
確
認
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
上
水
道
情
報
管
理
デ
ー
タ
を
整

備
し
、
上
水
道
施
設
の
適
正
な
管

理
と
復
旧
作
業
を
迅
速
に
行
う
た

め
の
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
を
行
う
際
は
事
前
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

調
査
地
区
　
福
井
町
、
椿
町
、
椿

泊
町
、
橘
町

調
査
内
容
　
▼
道
路
内
の
水
道
管

の
埋
設
位
置
や
弁
栓
類
の
調
査
▼

各
戸
の
量
水
器
の
位
置
確
認

期
間
　
４
月
～
９
月
（
予
定
）

※
調
査
員
は
阿
南
市
水
道
部
委
託

者
の
腕
章
を
つ
け
、
調
査
業
務
従

事
者
の
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
水
道
部
工
務
課

（
☎
22
‐
３
２
９
５
）へ
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阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

「
い
か
の
お
す
し
」を

知
っ
て
い
ま
す
か

　
子
ど
も
が
不
審
者
か
ら
身
を
守

る
手
段
・
方
法
の
１
つ
と
し
て
、

保
護
者
か
ら
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

「
い
か
」　
し
ら
な
い
人
に
つ
い

て
「
い
か
」な
い

「
の
」　
し
ら
な
い
人
の
車
に

「
の
」ら
な
い

「
お
」　
危
な
い
と
思
っ
た
ら

「
お
」お
ご
え
を
出
す

「
す
」　
そ
の
場
か
ら
「
す
」ぐ
逃

げ
る

「
し
」　
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

大
人
に
「
し
」ら
せ
る

問
い
合
わ
せ
は
　
阿
南
警
察
署
　

（
☎
22
‐
０
１
１
０
）へ

●阿南署管内平成25年1月分合計

交通事故

件　　 数 217件

死　　 者 1人

負 傷 者 33人

救　　急
件　　 数 317件

搬 送 人 員 307人

火　　災
件　　 数 1件

損 害 額 1千円

あぶない！こんなに事故が

■展示コーナー 10：00 ～ 20：00
○パステル和アートとワイヤーアート展
　 5日㈫～ 17日㈰
○ほっこりするwishな空間パッチワーク展
　19日㈫～ 31日㈰

■体験コーナー　   　
○パステルで春を描こう　
　10日㈰　13：０0 ～ 15：00
　【参加費】2,000円　【定員】７人　【申込締切日】７日㈭
○世界でたったひとつだけの
　オリジナルエコバックを作りましょう　
　23日㈯　18：30 ～ 20：00
　【参加費】200円　【定員】15人　【申込締切日】20日㈷
○楽しくプリザーブドフラワーレッスン
　24日㈰　13：０0 ～ 15：00
　【参加費】2,000円　【定員】10人　【申込締切日】20日㈷　
　【持参物】ハサミ（細かいワイヤーが切れるもの）

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り　常時開催中‼
問い合わせは　光のまちステーションプラザ（☎ 24－3141）へ

３月の催しのまちステーションプラザ 

※初日12：00からで、
　最終日は15：00まで。

勤労女性センターからのお知らせ
●教養講座
　草木染め教室作品展
日時　３月10日㈰　10：00 ～ 15：00
場所　同センター２階　図書館
内容　草木染めで染めたスカーフ、
　　　小物など１年間のいろいろな
　　　作品を展示します。草木染め
　　　体験もできます。

●平成25年度教養講座受講生募集のご案内
　 受講料　年間1,000円　※教材費、実習費等が別途必要です。		
　 申込締切日　３月22日㈮　※定員になり次第締め切ります。			 

●健康講座
　男女共同参画出前講座
日時　３月10日㈰　10：00 ～ 11：50
場所　同センター１階　大和室
講師　医療法人道志社　小松島病院
　　　リハビリ部長　東田武志さん
演題　生涯現役「いきいき楽しく暮ら
　　　すために」
募集人数　50人（申込順）
受講料　無料

教室名 講　師 開講日 定員 ( 人 ) 内容等

コーラス 筒井 長幸 毎月第２・４日曜日
14：00 ～ 15：30 50

市内在住の女性ならど
なたでも参加いただけ
ます。

編み物 斎藤 千恵 毎月第２・４金曜日
9：00 ～ 12：00 20

初心者の方も手作りの
セーターなどに挑戦し
てみませんか。

茶　道
（裏千家）

内村 宗豊
（泰子）

毎月第２・４水曜日
13：00 ～ 17：00 10 一椀の茶で心静かなひ

とときを。初心者の方
も気軽に始めてみませ
んか。毎月第２・４土曜日

9：00 ～ 12：00 10

三味線 佐野 接子 毎月４回（金曜日）
19：00 ～ 21：30 10 初心者の方、挑戦して

みませんか。

草木染め 岡本 多恵子
毎月第４月曜日
9：30 ～ 12：00
（12月は休み）

10

草木や藍で自然の色を
染め、座布団やクッ
ション、スカーフ、バッ
グを作りましょう。

（初心者）

いけばな
（華道）

米田 久甫
（久子）

毎月第１木曜日
15：00 ～ 20：00 10

四季の花を楽しく生け
る体験をしてみません
か。お子様または親子
ペアも歓迎します。

体を動かしながら健康に楽しく暮らす
こつを見つけませんか

申込み・問い合わせは
　勤労女性センター
　（☎・FAX 44‒5611）へ　
　※火曜日休館
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　　阿南市制施行55周年記念
　　ＮＨＫ徳島放送局開局80周年記念

出場者・観覧者募集
　阿南市制施行55周年、ＮＨＫ徳島放送局開局80周年を記念して、ＮＨＫのど自慢を開
催します。出場または観覧を希望される方は、次の要領でお申し込みください。多くの皆
さんのご応募をお待ちしています。

　日時　
　　■予　　選　５月４日㈷　受付11：00　予選開始12：00　結果発表17：00（予定）
　　■本　　選　５月５日㈷　開場11：00　開演11：45　終演13：30（予定）
　　■放送予定　５月５日㈷　12：15～13：00（予定）
　　　　　　　　（総合、国際、ラジオ第1）
　場所　阿南市市民会館
　出演　ゲスト　大月みやこ、三山ひろし　
　　　　出場　予選を通過した20組の皆さん
　　　　司会　小田切　千　アナウンサー
　主催　阿南市、 N H K 徳島放送局　　　　

※予選の観覧は自由です（事前申込みは不要）。ただし、混雑状況により入場制限する場合があります。
問い合わせは 　ＮＨＫ徳島放送局（☎088‒626‒5996）へ　 平日10：00 ～ 18：00
　　　　 　　　阿南市企画政策課（☎0884‒22‒3429）へ　 平日8：30 ～ 17：15
※ＮＨＫ徳島放送局では、ご応募の際にいただいた情報は、抽選または選出結果のご連絡のほか、受信料のお願いに使用さ
　せていただくことがあります。

●出場者募集　　　　　　　　　　
対象　中学生を除く15歳以上で、原則アマチュア　
　　　の方
申込締切日　４月１日㈪（必着）
申込方法　郵便往復はがきに必要事項を記入のうえ、
　　　　　NHK徳島放送局「のど自慢」出場係へ。
　　　　　（右記参照）
※応募は１人（１グループ）１通に限ります。
※応募後の曲目の変更およびメンバーの変更不可。
※申込み多数の場合は選出のうえ、250組の方に、

前日５月４日㈷に実施する ｢予選会｣のご案内を、
落選の方にはその旨をお伝えするご案内をお送
りします。

郵便往復はがき

郵便往復はがき

往信　表面 返信　裏面

770-8544

NHK 徳島放送局
「のど自慢」 出場係

何も記入しない
でください。

（結果を印刷して
ご返送します。）

往信

返信　表面 往信　裏面

□□□ - □□□□

①郵便番号
②住所
③名前
※グループの場合
は代表者連絡先を
記入

①郵便番号　②住所
③名前（ふりがな）　
④年齢　⑤性別　⑥電
話番号　⑦職業（具体
的に。 大学・高校生の
方は部活動など）　⑧歌
う曲目(１曲)とその歌手
名　⑨選曲理由
※グループの場合は、
③～⑤について全員分
とメンバーの関係（兄
弟、同僚など）を記入。

返信

●観覧者募集
申込締切日　4月8日㈪（必着）
申込方法　郵便往復はがきに必要事項を記入のう
　　　　　え、NHK徳島放送局「のど自慢」観覧
　　　　　へ。（右記参照）
※応募者多数の場合は抽選のうえ、１枚につき２人ま

で入場できる当選はがき（整理券）を返送します。
※当選は１人１通までです。
※満１歳以上のお子さんから整理券が必要です。
※インターネットオークションなどでの売買を目

的としたお申し込みは、固くお断りします。なお、
売買を目的としたお申し込みであると判明した
場合には、抽選対象外とさせていただきます。

往信　表面 返信　裏面

770-8544

NHK 徳島放送局
「のど自慢」 観覧係

何も記入しない
でください。

（抽選結果を印
刷してご返送し
ます。）

往信

返信　表面 往信　裏面

□□□ - □□□□

①郵便番号
②住所
③名前

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

返信

大月みやこ 三山ひろし


